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平成２６年１２月：第３９１回 大野市議会定例会 
 
一般質問   １２月８日（月） 午前 

質問者 質   問   概   要 

兼 

井 

（
新
生
お
お
の
） 

１ 平成27年度の予算編成方針について 

○新年度当初予算編成に当たっての基本方針をお聞きしたい。 

２ 高齢者が元気になる仕組みについて 

○ふるさと大野今昔物語事業では、市の事業や小中学校の郷土学習資料、展示会の開催や、

高齢者サロンへの貸し出し等、幅広い活用に努められているが、その成果についてお聞きし

たい。 

○ふるさと大野今昔物語事業で収集した資料の今後の活用方法として、健康長寿課の「お出

かけほっとサロン事業」と連携し、青春時代を懐かしみ、楽しい思い出を振り返りながら、

心の元気を取り戻し、明るく・楽しく・元気に過ごせる心療回想法を取り入れてはどうか。 

３ 次世代の育成について 

○市民の安全で安心な生活をおびやかす要因で、もっとも身近な危険と感じているものは何

があると思うか。 

出火件数      H25→８件 H24→９件 

犯罪認知件数    H25→164件 H24→154件 

クマ目撃・痕跡件数 H26→137件 H25→５件 H24→４件 H23→14件 H22→175件 

○クマ出没を新しい災害として対応する仕組みが必要ではないか。秋に子どもたちが外で遊

べない現状への新たな対策が必要ではないか。 

４ 地域経済が活性化する仕組みづくりについて 

○大野市全体のブランドイメージを表現するキャッチコピー「結の故郷越前おおの」の目的

と本日までの成果についてお聞きしたい。 

○「結の故郷発祥祭」の目的と本日までの成果についてお聞きしたい。 

○越前おおのサポータークラブの成果と今後の展開についてお聞きしたい。 

○越前おおのサポータークラブを活用してリピーターを獲得する仕組みが必要ではないか。 

○㈱電通との相互連携協定に基づき設置された「結の故郷創生会議」の人口減少対策に対す

る目標数値は何か。いつまでに、どうなれば成功と考えるかお聞きしたい。 

○「市民が市（或いは、製品、サービス、ブランド）を親友や同僚（親しい人）に薦める可

能性」を数値化した「ネット（正味）プロモーター（推奨者）スコア（指標）」を「ブラン

ド戦略」や「結の故郷創生会議」の目標数値とするべきではないか。 

○観光パンフレット増刷の予算があるが、掲載する記事や地図に載る場所の選別にそれぞれ

の地域の取り組みを反映する仕組みが必要ではないか。 
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質問者 質   問   概   要 

永 

田 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 大野城（亀山公園）周辺の環境整備について 

○平成26年度は、結の故郷発祥祭で幕開けし、６月には市長におかれては、大野市長選挙の

三選を果たされた。また、年中行事のほか、大野市制60周年と名誉市民推挙式、さらに大野

市消防団60周年事業が展開された。そのような中で、越前大野城が「竹田城跡だけじゃない

天空の城」として一躍脚光を浴びるようになってきた。天空の城は全国で７カ所名乗りを挙

げているようだが、大野城は最も優美で幻想的といわれている。 

・そこで、次年度以降もますます観光客が増加すると予想されるため、柳神社境内と民俗資

料館周辺、西登り口より北側の景観、北登り口付近の道路幅員と駐車場の確保等の亀山公園

周辺の環境整備について市長の考えをお伺いする。 

・また、249.1㍍の標高と階段等が急こう配であり、誰でも登れるような方策があればと思

われるが、併せてお伺いする。 

２ 青少年取り巻く新たな犯罪防止対策について 

○去る、９月10日の新聞報道で、「福井の中学生元同級生から大麻購入か」との見出しで、

内容は大麻の売買に関わった県内の男子中学生（15）と同疑いで京都府内の男子中学生

（14）が大麻取締法違反で書類送検され、兵庫県内の会社員男（20）が逮捕されたとの内容

であり、昨今、脱法ドラッグや脱法ハーブ、さらには危険ドラッグは、ネットや路上での売

買でなく店舗で堂々と販売されているとして問題となっている中、このような犯罪に中学生

が巻き込まれたのは県内で初めてのことである。 

大野市におけるこの種の薬物犯罪に対しての犯罪防止の予防策についてお伺いする。 
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一般質問   １２月８日（月） 午後 

質問者 質   問   概   要 

浦 

井 

（
日
本
共
産
党
・
大
野
市
議
団
） 

１ 消費税８㌫増税で不況になったのではないか 

○消費税増税が景気に与えた影響はどうか。 

○消費税増税が家計に打撃を与えたのではないか。 

○消費税増税分は全額社会保障に充てるとされていたが、どうか。 

○法人税減税は中止し、大企業優先税制をあらためることが必要ではないか。 

○所得税、住民税、相続税の最高税率を引き下げ前に戻すことが必要ではないか。 

○消費税増税政治の中止を求める考えはないか。 

２ 子ども医療費の無料化拡大と窓口無料化の実施を 

○子ども医療費の窓口無料化（現物支給）を行っている都道府県の数はどうか。 

○子ども医療費の対象年齢の拡大及び窓口無料化の県内の状況はどうか。 

○子ども医療費の対象年齢の拡大と窓口無料化を県に求めることは。 

３ 住宅、店舗リフォーム助成制度の創設を 

○2013年度、住宅リフォーム助成制度を実施した全国の自治体数はいくつか。 

○秋田県の住宅リフォーム推進事業の経済波及効果はどうか。（2010年～2013年） 

○福井県高浜町の制度はどういう制度か。 

○店舗リフォーム助成を行っている北海道訓子府（くんねっぷ）町の制度の内容と成果はどう

か。 

○市でも住宅、店舗リフォーム助成制度の創設をすべきと考えるがどうか。 

髙 

岡 

（
双
葉
会
） 

１ 市長の政治姿勢について 

○環境調和型のまちづくりについての考えはいかがなものかお尋ねする。 

○働く世代の支援についての考えをお尋ねする。 

２ 医・職・充について 

○医療体制の充実についてお尋ねする。 

○働く場の提供についての考えをお尋ねする。 

○定住支援における充実はどうなのかお尋ねする。 

○起業家に対する支援等はどうなのかお尋ねする。 

３ 高齢化時代について 

○高齢者に対するまちづくりはどうなのかお尋ねする。 

○生涯学習の現状はどうなのかお尋ねする。 

○生涯スポーツの現状はどうなのかお尋ねする。 
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一般質問   １２月９日（火） 午前 

質問者 質   問   概   要 

松 

田 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 第五次大野市総合計画前期元気プラン（25年度）の分析・評価について 

○第五次大野市総合計画「平成25年度における取り組み状況報告」の中で、その実施状況と

成果指標の達成状況について報告し開示しているが、 

・ふれあい交流人口の推移をどのように分析し評価しているか、また課題は何か。 

・“越前おおの元気プラン”の85の成果指標の達成状況を、全体としてどのように分析評価

しているのか。また、見えてきた課題は何か。 

２ 第五次大野市総合計画前期プラン終了後の大野市の地方創生をどのように進めていく

のか 

○地方創生関連２法案が成立し、国は法案成立後27年度からの５年間の地方創生のための総

合戦略を立てて示すこととしているが、まさに大野市も人口減少の中で、持続可能な「結の

故郷越前おおの」を創生していくために、危機感を持ち、かつ必ず実現しなければならない

重要な計画だと認識する。 

それには、行政とわれわれも含めて市民の皆さんとが一緒になって取り組み、後がない

「結の故郷統合の戦略」として臨むべきと考える。 

・第五次大野市総合計画後期計画と、国が示している「総合戦略」５カ年計画と内容構成上

どのように捉えればいいのか。 

・人口減少対策を㈱電通と連携して取り組むとしているが、どのような連携を考えているの

か。 

・また「結の故郷創生会議」を設置し、市長を座長に具体的な取り組みを進めるとしている

が、この会議の目的と構成メンバーはどのようになっているか。 

３ 環境王国の推進について 

○「越前おおの産業と食彩フェア2014」で環境王国として初めてブースを開設して、環境に

優しい農業と安全・安心でおいしい越前おおの産農産物をＰＲする絶好の機会になったと提

案理由説明の中で評価しているが、 

・「結の故郷越前おおのは環境王国です」を今後どのように推進していくのか、市長の見解

をお聞きしたい。 

・アンケートの結果内容について、どのように理解しているのか、また課題は何か。 
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質問者 質   問   概   要 

榮 

（
日
本
共
産
党
・
大
野
市
議
団
） 

１ 米価の下落対策について(農村地域に関連して) 

○大野市の自治体として米価暴落に対する農家のための対策を考えているか。 

○「米価激変緩和補助金」の創設等。 

○獣害対策について 

・県の猿用電気柵補助(３分の２)に市も６分の１の助成を。 

・電気柵対象を「特産品」に限らず拡大を。 

・捕獲檻の管理運営費の補助を。 

２ 木質バイオマス発電について 

○6,000ｋｗの発電が必要な理由は何か。 

○発電所の冷却水の水源はどこに考えているのか。 
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一般質問   １２月９日（火） 午後 

質問者 質   問   概   要 

石 

塚 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 生活困窮者に対する支援について 

○平成27年４月からの「生活困窮者自立支援法」の施行に向けて 

・生活困窮者の自立相談体制については。 

○生活困窮者の早期発見や早期支援については。 

○子どもの貧困対策についての施策は。 

○生活困窮家庭の子ども達に対しての学習支援事業は。 

２ 災害時の避難勧告や防災行動計画について 

○事前防災行動計画「タイムライン」の策定については。 

○避難勧告を発令する「数値基準」を定め、さらに住民への公表については。 

○住民の防災意識を高めて確実に避難するための取り組みについては。 

○防災行政無線について 

・これまでどのような災害情報を発信したのか。 

・住民はこの情報発信をどのように受け止め、どのような危機意識を持たれたのか。 

○災害弱者への支援について。 

・いろいろな障害を持った方々への障害ごとの防災行動計画は。 

３ 入札制度について 

○入札方法について 

・郵便入札のメリット・デメリットは。 

・電子入札への移行は。 

○最低制限基本価格の公表のメリットは。 

○予定価格及び最低制限基本価格の設定は何を基準に定められているのか。 

○ここ数年の落札率及び請負状況と市内への経済効果等をどのように評価、分析されている

のか。 

   



7／7 

 

質問者 質   問   概   要 

梅 

林 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 地下水保全について 

○大野市の水環境が高く評価され、注目されている理由は何だと考えるか。 

○湧水文化再生計画等に掲げている最終保全目標水位の根拠は。 

○上記目標達成は市民生活にどのような利益を及ぼすと考えられるか。 

○平成28年３月の真名川の水利権更新が迫っているが、地下水回復のためにどれだけの流量

を確保するとよいと考えているか。そのための河川管理者等との協議の進捗（しんちょく）と今

後の取り組みは。 

○７月に施行された水環境基本法が、大野市の地下水保全にどのような効果をもたらすと考

えるか。 

２ 木質バイオマス発電について 

○冷却水を河川水ではなく、地下水に依存する理由は。 

○木質バイオマス発電の持続的将来性は、国土の豊かな森林が保全されることが条件となる

が、資源の地元供給量と、大野市の水資源である森林保全をどのように考えていくか。 

○冷却後排水される300立方㍍／日には、どのような成分が含まれるのか。 

○火災発生時の消火等の対応策は。 

 


